
 
 
 

 

6年生に「ありがとう」 

の気持ちを届けました！！ 
２０日（火）、インフルエンザで延期となっていた「卒

業を祝う会」が実施されました。朝、校門では「ドキド

キする」と話していた子どもたちでしたが、始まってみる

と心配無用。どの学年も工夫を凝らした出し物で、「ありがと

うの気持ちを伝えよう」と堂々と表現することができました。 

今年は、5年生が中心となり「だれよりも輝け！太陽のように」をテーマに取組を進めてきました。

「6年生に気持ちが伝わるかな？」と練習の時から常にテーマをふり返り、取組を進める子どもたち

の姿から、1年間の成長を感じていました。特に、高学年は、実行委員会を中心に、発表内容の企画

から練習まで自分たちで取り組んできました。また、４・５年生の総務委員会が中心となって、会全体

の運営や進行を務めてくれました。「ありがとうの気持ちを伝える」という目標にむかって、みんなで

役割を分担し、協力してより良いものにしようとする姿からは、「次は自分たちの番だ。任せて！！」と

いう高学年としての意識の高まりが伝わってきました。 

このような行事を通して、友達とつながり、協力して活動に取り組む力や主体的に取り組み、自ら

楽しい学校にしようとする力を育んでき

たいと思っています。 

終了後は、「満足感」いっぱいの子ど

もたちの笑顔がはじけていました。6年

生の皆さん、全校の先頭に立って深江

小学校を引っ張ってくれて、ありがとう。

中学校に進んでも深江小学校で学んだ

ことを活かして頑張ってください。 

 
 

祝う会に先立ち、見守り隊の皆さんへの「感謝の会」を開きました。学校代表として、６年生総務

委員会５名が、感謝の気持ちを伝えました。 

見守り隊の皆様からは、「じゅりさんは、自分の読んだ本の話をやさしく低学年の子どもに教えな

がら登校してくれていた」「そらさんは、登校前にゴミ出しを毎

週欠かさず行っていて感心していた」「6年間見てきて，皆さん

の成長を感じている」等、長く見守ってくださったからこそ分か

るエピソードが語られ、胸が熱くなる時間でした。 

地域の皆様のおかげで安全に登下校できました。見守り隊

の皆様、本当にありがとうございます。 
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◆◇◆◇ 「見守り隊 感謝の会」 ◆◇◆◇ 



 
 

1 月より福岡県小学校児童書写展に向けて、文字の

大きさや字形に気をつけて練習を重ねてきました。深江

小学校は、福岡県入賞４名、糸島市入賞３５名という素

晴らしい結果をおさめています。おめでとうございます。

今回は、福岡県入賞の４名の作品

を紹介いたします 
 

 

糸島市商工会様及び弘済会様より、図書カードを頂

きました。図書室の蔵書の充実に活用します。読書は語

彙力を高め、想像力を豊かにします。相手との共感や寄

り添いにつながり、コミュニケーション能力や社会性の

高まりへと発展していくと言われています。4 月からは、

現ふれあいホール（児童棟 1 階）が新しい図書室とな

ります。たくさん本に触れ、その楽しさに浸ってほしいと思っています。 
 
 

 

 

 

 

 

え がおの子 

おめでとう！！  福岡県小学校児童書写展 

後期の新刊も揃いました。それぞれの発達段

階に合わせた読み物を中心に、準備してください

ました。図書委員会からも紹介があり、早速貸し

出しが行われています。 

  教職員弘済会様より「学校図書充実支援事

業助成金」として 5万円を贈呈頂きました。調べ

学習に活用できる本を中心に 18冊の本を購入

させて頂きました。 

◆◇◆◇ 図書カードを寄贈いただきました（糸島市商工会・弘済会） ◆◇◆◇ 


